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特 集 「指定生乳生産者団体制度の
仕組みと役割」（第2回）

連 載 わがマチの自慢～北竜町





謹んで台風災害のお見舞いを申し上げます。
この度の、度重なる台風により被害を受けられました皆様に、
心からお見舞い申し上げます。
一日も早い復旧を、心からお祈り申し上げます。

一般社団法人 北海道地域農業研究所

【救援募金運動のお知らせ】
JAグループ北海道では8月の台風などで被害を受けた組合員に対する救援募金運動
を実施しています。当研究所または最寄りのJA窓口で11月30日まで募金を受け付けます。
寄せられた義援金はJAグループ北海道を通じて全額被災地に送られます。
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↓事業計画説明会 研究班講演会→
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地
域
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は
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協
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て
協
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を
重
ね
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を
通
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せ
て
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図1 指定団体制度の仕組み
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定
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体
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の
役
割

①
生
乳
輸
送
コ
ス
ト
の
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減
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適
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な
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形
成

③
ス
ム
ー
ズ
な
需
給
調
整
（
過
不
足
調
整
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特集
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当研究所の「事業計画説明」に併せて開催された清水池先生の講演会（7月19日）
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農
作
物

マイ フェイバリット ライフin 美幌町

ぼちぼち農場 荒 木 千 夏
（あらき ちなつ）

essay

・昭和50年生まれ 大阪府大阪市出身
・2005年に脱サラし大阪から北海道へ移住し農業研修を経て2009年、美
幌町で新規就農
・大阪時代からの友人・川野美香さんとともに・レタス・ブロッコリー・
グリーンアスパラ・塩トマトなどの施設栽培を含め約8ha耕作
・趣味は、読書と美術館めぐりと37歳からはじめたピアノ
・平成27年度新規就農優良農業経営者優秀賞 受賞
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大
工
さ
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の
な
い
会
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黄
色
い
手
袋
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は
じ
め
に

「
酪
農
生
産
へ
の
貢
献
」の

取
組
み

「
未
来
は
、

ミ
ル
ク
の
中
に
あ
る
」

「
酪
農
生
産
へ
の

当社グループ使命
「酪農生産への貢献」の

実現に向けての取組み
雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所

所長 池 浦 靖 夫

レ
ポ
ー
ト
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貢
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援
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三
�
酪
農
総
合
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究
所
に
よ
る

調
査
研
究
活
動

◆
「
実
証
圃
場
」
の
取
組
み

日本酪農研究会

草地植生・収量調査（実証圃場）

レ
ポ
ー
ト

－ 18 －



◆
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経
営
『
実
証
農
家
』
調
査
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究
」
の
取
組

み

草地越冬状況調査（経営実証農家）

現地検討会（経営実証農家）

定期巡回（経営実証農家）
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お
わ
り
に

草地植生改善の技術普及
（TACSしべちゃ）
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は
じ
め
に

沿

革

夢ある農業を応援します

株式会社ヰセキ北海道

営業企画部 部長 中 村 元 紀

レ
ポ
ー
ト

－ 22 －



畑
作
酪
農
推
進
部

私たちヰセキ北海道の社員は、
1．誠意ある営業活動とサービスで地域農業の発展に貢献します。
2．人の尊重と理解協力を基として、活力ある企業風土を醸成します。
3．自己を磨き、常に挑戦心を持ち、何事にも前進努力を続けます。
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表1 事例調査マウル

図1 大田広域市の位置

研究報告
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表2 韓国農村マウル社会組織の推移 単位：個

表3 経済的利益組織の変化 単位：個
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表4 社会的利益組織の変化 単位：個

研究報告
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第
二
三
回
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
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般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
専
任
研
究
員

申

錬

鐵

北
海
道
大
学
農
学
院
修
士
課
程

長

島

朋

美

（開会式の様子）

（谷本一志団長の挨拶）

研究所だより
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（施設見学）
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研究所だより



北 竜 町

わがマチの自慢 №11載連

国民の命と健康を守る
安全な食糧生産宣言の町

連載
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1
�
ひ
ま
わ
り
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

⑴

ひ
ま
わ
り
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培
の
歴
史

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」

町
民
有
志
に
よ
る
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ま
わ
り
畑
の
草
取
り
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⑵

ひ
ま
わ
り
油
の
再
生

⑶

ひ
ま
わ
り

ブ
ラ
ン
ド
の
特

産
品

←農畜産物直売所「みのりっち
北竜」

↓「ひまわりメロン」
「ひまわりすいか」

連載
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2
�
安
全
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に
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⑴
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組
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Ｊ
Ａ
北
竜
支
所
隣
の
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調
製
貯
蔵
施
設
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⑶
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連載
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3
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〈
取
材
後
記
〉

表 北竜町における主要農作物の作付面積及び収穫量の推移
（単位： 、t）

農
業
体
験
宿
泊
施
設
「
う
え
る
・
か
る
」

連載
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研
究
会
・
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修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
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遣

（
平
成
28
年
7
月
〜
9
月
）
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＜

退

任＞

（
7
月
31
日
）

※
北
海
道
信
用
農
業
協
同
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合
連
合
会
へ

◆
編
集
後
記
◆

�

�

�

表紙：「演習林（美幌町）」
個人蔵
大 坂 雅 博 画

�

�

�

�

関連事項／DATA

DATA F I LE
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代表取締役社長　石﨑　　裕

本　社

〒060-8550
　札幌市北区北 7条西 1丁目2-6　
　TEL 011-756-3211（代）　FAX 011-709-5640
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